
美鈴が丘児童館ドッジボール大会のボランティアをしました。（3/15） 

美鈴が丘児童館ドッジボール大会の審判や運営のお手伝いをしました。 

あすなろ会を中心に教育方面に進路を考えている人など１９名のボランティアが参加し、小学生の

子どもたちと楽しいひとときを過ごしました。 

 

○生徒の感想より 

・子どもたちが楽しむことの出来る場を作るためには色々な方の支えがあることを実際に行ってみて気づきました。自らがす

すんで何かしようと思う心を、今後のボランティア活動にしっかりと活かしていこうと思いました。 

・小学生がすごく楽しそうにプレーしていたので、見ているこっちも楽しくなった。ふだん小学生と関わる事はほとんどないので、

とても貴重な経験ができた。みんな個性的で素敵でした!! 

・普段小学生と関わる機会がないので、元気があふれる様子にふれて、昔を思い出せて良かった。活動は審判と片付け

だったが、審判は子どもたちが泣いたりすねたりして大変だった。でもじゃんけんで納得してくれたりしたのでとても素直だと

思った。 

・どんな事にも一生懸命に取り組んで、悔しくて泣いている子どもたちを見て、私もテストなどに一生懸命取り組み、悔しい

と思えるくらい頑張りたいと思いました。 

・小学生はあまり言うことを聞かない印象があったが、整列の時には整列をし、しっかりとルールを守っていたので、印象と

少し違った。また、自分のチームが負けても相手のチームに「俺らの分まで頑張ってね」と言っていたところが凄いなと思っ

た。 

・子どもたちのパワーが想像以上に凄くて、とても元気だなって思いました!! 本気で試合をしている間に、ときどき出るおふ

ざけが凄く面白かったです。(笑) 次回も参加したいと思います。 

・子どもの相手をするのは大変ですが、コミュニケーションの取り方などを学ぶことができて良かったなと思いました。 

・子どもたちがとても元気で児童館の先生たちは毎日大変だなと思いました。どうしてボランティアを募集しているのか身に

しみて分かりました。でも、子どもたちの明るさや笑顔に、私もとても元気をもらうことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


